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１．はじめに
平成２４年に中学校段階における体育の学習指導要
領で，「ダンス領域」が男女必修となったことは記
憶に新しい。この影響で，民間のダンス教室に通う
子どもの数が前年度の二割増しになったという報告
もある（レジャー産業資料，２０１３：４７‐４９）。
また，近頃はテレビ番組でダンス教育に関する特
集やヒップホップ等のリズム系ダンスコンテストな
どが散見されるようになり，ダンスや身体表現とい
う分野が日常生活において身近になってきている。
しかしながら，このようなテレビ番組が，中学校
におけるダンスの男女共修化とはヒップホップダン
スの必修化であるかのような印象を与えてしまって
いるきらいがある。学校体育における「ダンス領域」
とは，「創作ダンス」「フォークダンス」「現代的な
リズムのダンス」の３つによって成り立つ。そのた
め，ヒップホップのような「現代的なリズムのダン
ス」だけではなく，多様なダンスや身体表現が教材
として扱われることが望ましいのである。
そのような現状を踏まえ，今一度「ダンス」を含
む広義の「身体表現」を概観してみると，実に多種
多様なジャンルが確認できる。例えば，クラシック
バレエ，モダンバレエ，モダンダンス，コンテンポ
ラリーダンス，社交ダンス，ヒップホップ等の多く
は，子どもだけでなく大人のお稽古事としても人気
のジャンルである。また，舞踏やコンタクト・イン
プロヴィゼーション等，まだ子どものお稽古事とし
てはあまり馴染みのないジャンルもある１）。この他
にも，民族的なダンスとしてフラメンコ，バリ舞踊，
フラ，ベリーダンス，アフリカンダンス，ブラジリ
アンダンス，日本舞踊，琉球舞踊，韓国舞踊，タン
ゴ，ルンバ，カポエイラ２）等，日本にいながらにし
て世界各国のダンスに直接触れ，習うことができる。
さらに，日本各地に固有の民俗舞踊を含めると枚挙
にいとまがない。
このように，日本は世界的に見ても，多ジャンル
のダンスや身体表現に触れる機会に恵まれていると
いわれており，中学校におけるダンス領域の男女必
修化でも，可能な限り様々なジャンルのダンスを扱
うことで，「創作ダンス」「現代的なリズムのダンス」
「フォークダンス」という各ジャンルに固有の豊か
な身体経験の機会をもたらすと考えられよう。
しかし，現実的に日本の各地において各ジャンル
のダンスならびに身体表現の実践者には限りと偏り
があり，地域によって触れられる身体表現のジャン
ルが異なることは否めない。
こうしたなか，筆者が活動している徳島県に目を
向けると，徳島県は阿波踊りという日本を代表する
身体文化で有名である。５月頃になると，徳島市内
では，夜には阿波踊りの「ぞめき」がどこからとも
なく聞こえ，８月の阿波踊り本番に向けて「連３）」
が公園や河川敷で練習をしている。そのため徳島県
の阿波踊りの盛んな地域は日常的に阿波踊りの鳴り
物や踊りの風景に触れる機会に恵まれているといえ
る。また，民俗舞踊も豊富な地域であり，すでに学
校教育において教材化されている（安藤，１９９８）。
その一方では，徳島県内でもヒップホップやクラ
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シックバレエ，創作ダンス，フラメンコ，社交ダン
ス，ベリーダンス，日本舞踊，韓国舞踊などのジャ
ンルは子どもに限らず大人も含めてお稽古ごとやエ
クササイズとして，教室やスポーツジム等でもおこ
なわれ，触れる機会が確保されている。しかしなが
ら，それら以外のジャンルに触れるためには，関西
圏や関東圏でおこなわれているワークショップ等に
自ら出向く必要がある。
このように，当然のことではあるが，様々なジャ
ンルのダンス，特に日本では比較的新しいジャンル
の身体表現に触れる機会は，地域によって均等では
ない。
したがって，こうした地域において多ジャンルの
ダンスや身体表現に触れられる機会を，各ジャンル
の実践者らが意識的に設けることは，当該地域のダ
ンス文化拡がりの一助となると考えられる。
本稿では，このような背景を踏まえ，徳島県で２０１３
年に筆者らによって実施された多ジャンル身体表現
の合同ワークショップ「舞活」における活動の実践
報告を通じて，今後の活動における課題を検討する。
２．「舞活」の開催経緯
―２０１３年徳島 LEDフェスティバル４）出演―
「舞活」開催のきっかけとなったのは，２０１３年徳
島 LEDフェスティバルにおけるダンスパフォーマ
ンスとして出演した多ジャンルコラボレーション身
体表現作品であった。
ブラジル民族スポーツのカポエイラ実践者である
筆者と，舞踏５）ダンサーであるカタタチサト氏と，
パントマイム＆ファイヤーダンサー６）の Su氏とベ
リーダンサー＆ファイヤーダンサーの SoLA氏と共
に，２０１３年 LEDフェスティバルにおけるダンスパ
フォーマンスに合同出演し，３９分間のコラボレー
ション作品を上演した（写真１，写真２，写真３参
照）。
プログラムの内容は次の表１のとおりである。ま
ず各人がソロを踊り，その後は二人で各ジャンルの
コラボレーションをおこなった。パントマイムとコ
ンテンポラリーダンスでは，両者の特性を生かした
シーンが創作過程で生まれた。また，カポエイラと
ベリーダンスは，発案の段階で，異なる動きを同時
に動き続けるのか否か，そしてカポエイラのゲー
ム７）のように互いの即興のやりとりを中心に，動き
の関連性を持たせるのかどうかなどが検討された。
本番当日のプログラムでは各人が動いた後に即興で
互いが呼応する関係性が見えるように動いた。
コラボレーション作品の上演スペースは，徳島県
徳島市東船場町２丁目に位置する野外ステージで
あった（写真２，写真３参照）。ステージの高さは
１０㎝程度で，観客との交流がしやすい造りのため，
観客参加型の即興によるパフォーマンスも実現した。
このダンスパフォーマンスのために出演者は２０１３
年３月に３～４回集まり，創作活動をおこなった。
そこで初めて互いのジャンルを生かしたパフォーマ
ンスを考える機会となった。舞踏，パントマイム，
ベリーダンス，ファイヤーダンス，カポエイラとい
うまったく異なる身体表現ジャンルであるが，それ
ぞれのジャンルをコラボレーションすることによっ
てこれまでにない表現やシーンをダンスパフォーマ
ンス作品として創ることができることに新たな可能
性を感じ，今後も継続してこのような活動をしてい
くこととなった。また，出演者らは，このようなコ
写真１ チラシ（カタタチサト作成）
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ラボレーション作品創作のため，互いのジャンルの
身体表現の動きの特徴や観客へのみせ方等を互いに
学び合う機会を設ける必要があると考え，合同ワー
クショップ８）をおこなう運びとなった。
３．「舞活」の目的
合同ワークショップをどのような目的の下におこ
なうのかについて，さらに話し合いをおこなった。
合同ワークショップに関わる人にとって，意義のあ
るものになるよう，主催する実践者らによって次の
ようなコンセプトが考えられた。
まず，参加者が実践者（ワークショップ主催側）
とともに気軽に参加でき，学校の部活動のように身
近な活動でありたいという想いから，ワークショッ
プは舞踊と舞台の「舞」を取り入れた「舞活（ぶか
つ）」というネーミングになった。
次に，徳島県で活動している各ジャンルの身体表
現やパフォーミングアーツの総数は把握できていな
いため，主催者側の実践者自身が専門としているパ
フォーミングアーツを実験的におこないながら，
ジャンル選定について様子をみることになった。そ
して，主催側の実践者同士も，各ジャンルの身のこ
なしや指導法，上演方法を互いに学び合える場とな
るような内容を各ジャンルで毎回設定することに
なった。
そして創造性の高い活動にするために，負担のな
いよう互いに都合のよい時に不定期で開催すること
となった。まずは半年に１度の頻度で実施する運び
となった。
特に，主催者側に意識された「各ジャンルの指導
法や上演方法を互いに学び合う」ことに関して，ワー
クショップで他のジャンルの動きの体験を通して，
共通する身体感覚や上演スキル（観客へのみせ方）
が見出せるのではないかと考えた。
また，これまで舞台上でパフォーマンスを経験し
た人だけでなく，このような身体表現を体験したこ
とのない人々にも各ジャンルの身体表現の面白さを
知ってもらえるように，非実践者も受講対象にする
ことになった。
最終的に，「舞活」は実践者にとっては多ジャン
ルの身体表現に通じる「身体知」に新たに気づき，
見い出す機会であると位置づけられた。その一方，
写真２ ２０１３年４月２８日ダンスパフォーマンスの様
子（日和田慈海撮影）
写真３ ２０１３年４月２８日ファイヤーダンスの様子
（日和田慈海撮影）
表１ コラボレーション作品プログラム内容
順 内容（出演者）
所要時間
分：秒
１ オープニング ４：５２
２ 舞踏ダンスソロ ２：４２
３ カポエイラソロ ２：３５
４
パントマイムと
コンテンポラリーダンス
３：１５
５ ベリーダンスとカポエイラ ５：３０
６ ４者によるセッション ６：２５
７ ベリーダンスセッション ４：０１
８ 観客を巻き込む輪踊り ９：４０
合計 ３９：００
（筆者作成）
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「舞活」は非実践者にとって多ジャンルの身体表現
に触れられる好機であると同時に，実践者が獲得し
ている「身体知」を共有する機会として位置づけら
れた。
このようにして，当初は異なるジャンルの身体表
現をコラボレーションすることによって生まれる新
たな身体表現やシーンの創造を念頭においていたが，
「舞活」としてのワークショップでは，ワークショッ
プの性質上，非実践者も対象として，実践者の運動
感覚「身体知」を伝え，学びあうことが目的となっ
た。
４．「身体知」（embodies intelligence）とは
「身体知」という概念は，体育学においては運動
学や体育哲学の領域において，自然科学系では人工
知能学の領域などで近年関心を集めている。
橋詰によれば，人工知能学的に身体知は以下のよ
うに説明されている。
身体知（embodied intelligence）とは，長年
の経験によって身体に刻み込まれた知能である。
すなわち磨き抜かれた感覚をベースに環境・状
況の変動を予測し，周辺資源（道具，アフォー
ダンス，ダイナミクス）を活用しながら，適切
に問題解決する技をカスタマイズする知能（ま
たはコツ）である。したがって身体知は，スキ
ル（特定領域での経験の継続により獲得された
問題解決）を支えるものであるが，暗黙的な知
であり，言語化・記号化して他者に伝承したり，
他者と共有することは容易ではない。
（（橋詰，２０１１：３６）下線部は筆者による）
このように，「身体知やスキル研究は，個別性（個
人差）研究である」（橋詰，２０１１：３６）といえ，身
体知は常に個人的な感覚として個別に捉えられる。
したがって，本来は個人が捉えている「身体知」を
まったく同じ感覚で他者が「身体知」として捉える
ことは難しいと考えられる。
しかし，スポーツや運動，身体表現の指導や継承
では，「動きのコツ」や「身の捌き方」，「身のこな
し」といった表現で，指導者から学習者へ言語化・
記号化によって伝達・伝承することはよく見受けら
れ，日常的におこなわれていることである。また，
スポーツや運動，身体表現の上達のために，他者で
ある指導者やコーチが伝達してくれた「身体知」を
学習者がわかろうとする，あるいは体現しようとす
る過程で，自分自身の身体感覚として気づきが得ら
れ，「身体知」が形成されることもある。
また，運動学においては金子明友が日本における
「身体知」研究の第一人者として知られている。王
によれば，金子は自身の体操競技における経験に基
づいて，運動のコツやカンといった運動感覚能力の
発生と伝承という難問に取り組んだという（王，
２０１０：６０）。
つまり，金子は人間の運動を科学的分析による客
観的指標によって計るのではなく，わざを身につけ
る実践者自身の「運動感覚世界」を記述によって明
るみに出すことで，「身体知」を説明している。こ
の点において，実践者の運動感覚を実践者の言葉で
伝えるという，スポーツ・運動や身体表現を他者へ
教える現場での汎用性があり実用的であるといえる。
よって本稿では，本来ならば個人的な感覚である
「身体知」を他者へ伝えることが，身体教育におい
て価値ある手段であると考える。そして，「身体知」
を他者に伝え，他者がわかろうとする過程を「『身
体知』を共有する」と捉え，実践結果を踏まえて「『身
体知』を共有する」ための課題を検討する。
５．「舞活」の実践
 ワークショップ開催日時・場所
初回は２０１３年６月２３日（日）１５：００～１７：００，２
回目は２０１３年９月２９日（日）１５：００～１７：００（写真
４），３回目は２０１４年３月２３日（日）１５：００～１７：
００で，いずれも徳島市立体育館２階多目的室でおこ
なった。
広報手段は主に口コミでおこない，SNSサービ
スのフェイスブック上でイベント企画のページを作
成し，参加を呼びかけた。
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 倫理的配慮
参加者数は初回が２名，２回目が６名，３回目が
４名であった（表２）。
参加者に対して，本稿の「舞活」の意義を考察す
るという目的とプライバシー保護の遵守について説
明をおこなった。そして，感想をよせてもらうにあ
たり，自由意志である旨を説明し，本稿への同意を
得た。
 ワークショップのおこない方
多ジャンル身体表現の合同ワークショップ「舞
活」は，各ジャンルのワークショップを１人ずつ担
当し，３０分～４０分間，順不同でおこなうという形式
をとった。
各ジャンルの実践者が各ジャンルの基本的な動き
や理念を交えた内容であった。例えば，ベリーダン
スでは目線の送り方がスキルとして重視されている
ため，初回のワークショップのテーマとされ，舞台
上での目線の流し方，観客への視線の送り方につい
て紹介された。
そして，ワークショップ終了後に，主催者と参加
者が共に意見を述べ合い，得られたスキルや感覚を
共有する機会を設けた。
 ワークショップ内容
① １回目（２０１３年６月２３日）
ａ）ベリーダンス（２５分）
「見ている人をグッと惹きつけるためのコツ」と
題して，ベリーの基本の動きであると腰の上下左右
運動と目線について説明と練習をおこなった。基本
の腰の動きをおこないながら基本的には正面を向き，
眼をそらさずに相手（観客）に向かって踊ることが
重要である。また腰の動きは「力を入れ過ぎず，抜
く」という表現でコツが伝えられた。
ｂ）舞踏（３０分）
空間把握と，舞踏の基本的な動きのレッスンを２
種類おこなった。
空間把握では，床上に１辺が３m程度の四角形
を想定し，その中に３人が四角形のバランスが取れ
るように立ち，四角形の中を自由に動き回るという
ゲームのようなレッスンである。架空の四角形は３
人の位置によって傾きが生まれると想定しており，
他者が四角形のどの位置にいるのかを把握しながら，
バランスが崩れないように意識し，素早く移動する。
また，動きのレッスンの一つは「マヤの歩行」と
いうレッスンであり，古代エジプトの壁画のような
人間のポーズ（以下「壁画のポーズ」と略す）のイ
メージで歩く（写真５）。
表２ 参加者の内訳
参加者 計（名）
１
回
目
４０代女性（ベリーダンサー）
４０代女性（ベリーダンサー）
２
２
回
目
２０代男性（カポエイラ実践者）
３０代男性（カポエイラ実践者）
４０代女性（カポエイラ実践者）
２０代女性（ベリーダンサー）
３０代女性（ベリーダンサー）
４０代女性（ベリーダンサー）
６
３
回
目
３０代男性（会社員）
３０代男性（会社員）
３０代男性（会社員）
２０代女性（ベリーダンサー）
４
（筆者作成）
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歩き方は片脚を挙げて下ろす動作に１０秒程かけ，
ゆっくりとおこなう。この時，身体の向きを自分自
身で感知することが重要である。例えば写真５のよ
うな「壁画のポーズ」をとったまま，上半身は変え
ずにゆっくりと脚を動かして歩いていると，徐々に
腕が下がり，背中が丸くなるという身体の微視的な
変化が生じてくる。そして，変化を自ら感知して正
しい位置に戻すという作業を，５分の歩行の間中繰
り返すのである。
もう一つは，「馬の首」というレッスンで，自分
の首が馬の首になったような感覚で頭頂を上に引っ
張られているように引き上げながら，馬をイメージ
した上で，その馬の鼻先から振り向くという内容で
あった。
ｃ）パントマイム（３０分）
「プレスウォーク」「壁」「ハニハニ」などの基本
動作をおこなった。「プレスウォーク」とは実際に
は移動しないが，まるで歩いているかのように見え
る歩き方である。その場で床から足が離れた後の脚
の運び方と，足を踏みかえるときの膝の屈曲におい
てスキルが必要となる。
「壁」は，あたかも透明な壁があるかのように，
空気中に面を意識して手をおくというスキルである。
左右に移動する場合は，手を（空気中に）置くタイ
ミングと脚を運ぶタイミングをずらすと，空気中に
「壁」があるように見えやすくなる。
「ハニハニ」は，内股とがに股を交互に繰り返し
ながら横方向に進む移動方法である。膝の屈曲，内
股とがに股に移り変わるリズム，踵に重心をかける
姿勢と母指球に重心をかける姿勢を交互に素早く切
り替える必要がある。
ｄ）カポエイラ（３０分）
カポエイラはダンス的性格，格闘的性格を併せ持
つブラジルの民族スポーツである。カポエイラに欠
かせない弦楽器や打楽器による演奏や歌のリズムに
合わせて動き，ゲームをおこなう。例外もあるが，
一般的には強さを競うというよりも，即興的な駆け
引きを楽しむことが多く，スキルを見せ合うような
場合もある。しかし，相手の動きを引き出すような
展開を意識することが重要であり，互いの良さが引
き出されるゲームが良いゲームとされる。
カポエイラの基本の動きとして，ジンガと呼ばれ
る基本の足運びの他に，構え，蹴り，よけをおこなっ
た。
また，二人組になって相手の動きを見て意思疎通
を図り動くというノンバーバルコミュニケーション
を意識してゲームをおこなった。最後には皆で円隊
形に並び，その円の中で二人がゲームをする「ホー
ダ」と呼ばれる形式でおこなった。
ゲームにおいては，基本の動きを繰り返しながら，
即興的に相手の技をかわすことで，面白さが増す。
そして，「ふざけあっているように笑顔でも，真剣
な表情でも構わない」という，カポエイラ独特の雰
囲気をゲームで体験した（写真６）。
② ２回目（２０１３年９月２９日）
ａ）ベリーダンス（３０分）
視線の送り方について，観客の一人に絞る方法と
して「流し目」から「つかみ目」というスキルが紹
写真５ 舞踏：マヤの歩行
写真６ カポエイラのゲーム
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介され，実際に参加者もおこなった。
そして，広い劇場で全員をひきつけるための視線
の送り方については，「モナリザやガラスの目のイ
メージで，目は開けて視線は外向きにする」という
表現を用いて伝えられた。
ｂ）カポエイラ（４０分）
準備体操の後，基本の足運びと構え，両足を閉じ
てしゃがむよけ，「蹴り」を一斉におこなった。そ
の後は「ホーダ」をおこなった。
相手の動きや意思に応じて動き，リズムをとる。
蹴る際にフェイントをかけるスキルもおこなった。
基本の構えの時には身体の軸を攻撃されないように
手をパンチのように動かす防御をおこなった（写真
７）。
ｃ）舞踏（３０分）
足の指を一本ずつ動かす体操，足の指の屈曲
（グー）と伸展（パー）をおこない，さらに足関節
を伸展させたまま回内，回外させる運動をおこなった。
重心を１mmずつずらしていき，馬の首をイメー
ジして動く。担当者は動くときに「時間と長さと太
さ」という表現を用いていた。ゆっくりと時間をか
けて動き，馬の首の長さと太さをイメージして身体
で表現するということである。同様に，孔雀の首を
イメージして動いた（写真８）。
ｄ）ファイヤーダンス（棒術）（３０分）
長さ１m，直径２cm程度の木製の棒を持ち，片
手で回す，内回し外回しで８の字，両手回しをおこ
なった。
また，万が一演技中に棒を落とした時のために，
自然に見える拾い方を練習した。
最後に，１分ずつ今日やったことを中心に，棒を
持ち即興で各自の専門とする身体表現を取り入れな
がら演技をおこなった。
③ ３回目（２０１４年３月２３日）
ａ）舞踏（３０分）
ウォーミングアップで，力を抜いて床に倒れる動
作を繰り返した（写真１０）。
その後，カードを一人一枚ひき，そこに書かれて
いる文章を身体で表現する活動をおこなった。例え
ば「牛がのっそりと歩いている。ハッと驚いた後，
水を飲む。ひずめがみっつ。のっそり動く。」とい
う文章が書かれており，イメージをしながら体現す
るというものである。参加者一人ひとりがカードに
書かれた動きを２分ほど練習し，その後互いに動き
を見せ合った（写真１１）。最終的には，一人の動き
を残りの７名で真似るという活動を８名の動きすべ
てに対しておこなった。その後，更に４名ずつ２グ
写真７ カポエイラのゲーム
写真８ 舞踏：孔雀の首
写真９ ２回目の参加者とともに
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ループに分かれて，同様に４名分の動きを順に真似
ながら一連の流れで動き，グループごとに見せ合っ
た（写真１２）。
ｂ）カポエイラ（４５分）
はじめに「マクレレ」と呼ばれるアフロ・ブラジ
リアン棒ダンスをおこなった。基本的なステップと
リズムの取り方を，ゆっくりとおこない，リズムに
合わせて一人で動けるようになってから二人組みに
なった。二人が向かい合い，パーカッションによる
生演奏のリズムを感じながら４拍子のリズムに合わ
せて互いに棒９）を打ちつけながら踊った（写真１３）。
その後，カポエイラの基本の足運びや，よけ動作，
蹴り動作をおこない，二人組みのゲームをおこなっ
た。ビリンバウという弦楽器の生演奏に合わせて動
いた（写真１４）。
ｃ）ファイヤーダンス（３０分）
１回目，２回目とは異なり，特殊な道具である
「火」の取り扱いについて伝えられた。ファイヤー
ダンスは「舞活」における他のジャンルでは見られ
ない危険性を孕むパフォーマンスであるため，専門
の薬品や道具が必要であり，火傷防止や消防法への
配慮について説明を受けた。
６．参加者の気づきと感想
今回のワークショップでは，実践者の「身体知」
をワークショップで担当者自身が言語化して伝達す
るという方法でおこなった。
各ジャンルの通常のレッスンでも技の伝達はなさ
れているため，今回紹介された各ジャンルの内容や
写真１０ 舞踏：ウォーミングアップ
写真１１ 舞踏：一人ずつ動きを見せ合う
写真１２ 舞踏：グループ毎に一人の動きを皆で真似る
写真１３ アフロ・ブラジリアン棒ダンス（マクレレ）
写真１４ カポエイラのゲーム
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伝達方法は，そのジャンルにおいてはごく一般的と
される内容・方法といえる。言い換えれば，そのジャ
ンル固有の教授法である可能性もある１０）。
そして，本章では，各ジャンル受講後の主催者や
参加者の各ジャンルのスキルに対する気づき並びに
感想をまず紹介する。さらに，次章ではそれを手掛
かりにして他ジャンルの「身体知」を共有する「舞
活」の意義と可能性について述べる。文章中，特に
断りがない場合は筆者の気づき並びに感想である。
① ベリーダンス
ベリーダンスでは，１回目と２回目ともに，視線
についての言及が他のジャンルよりも多くなされた。
基本となる腰の動きは３０分程度の練習では習得は不
可能だが，腰を左右に振る，旋回するという動きよ
りも，脊柱起立筋から骨盤にかけての筋肉の収縮を
意識することで，比較的スムーズに腰の揺れが生ま
れているようだった。参加者の一人（カポエイラ実
践者）は，「ベリーダンスでは眼の力を意識するこ
と。」が重要だと感じたと述べている。
② 舞踏
舞踏は，実際に動いてみた結果，身体におこる動
きの機微に集中して意識を高める特徴があると看取
された。また，具体的なイメージ（馬や孔雀，壁画
のポーズ）を描きつつ動くことで，イメージしたも
のに近い動きが生まれやすくなると見受けられた。
参加者の一人（ベリーダンサー）は，「本当に（舞
踏の）世界観が独特だなぁと思いました。」と述べ
ていた。具体的な事物をイメージしながら身体で表
現する舞踏独特のプロセスを含めた「世界観」は，
今回の「舞活」における他のジャンルにはなく，新
鮮な刺激があった。
また，１回目の舞踏担当者がおこなった内容の一
つである空間把握の活動は，舞踏に限らず舞台上で
必要とされるスキルといえる。参加者の一人である
ベリーダンサーは，「舞台上もしくは演出の際での
全体の構成バランスを想像したりイメージするのを
鍛えるのにいいな，面白い練習方法だなと思いまし
た。…踊りながらも瞬時に全体を把握し配置のバラ
ンスを考える判断力をつけるのにいいですね。」と
述べており，ジャンルを超えて生かされるスキルで
あると考えられる。
また，舞踏担当者は「１ミリ単位で（自分の身体
が）どう動いたのか。」を参加者にも意識してほし
いと話していたことからも，舞踏は身体の細部にわ
たり意識を張り巡らせる必要があると見受けられる。
参加者の一人は，「舞踏の超スローな動きは普段意
識をしていない筋肉の存在に気付かされます。もっ
と使える余地があるんだ！という感想です。」と述
べており，更に，参加者の一人（カポエイラ実践者）
は，「舞踏は体の関節の傾け方とか体の姿勢を少し
かじらせてもらった。」と述べていた。今回の「舞
活」が，参加者にとって普段意識をしていなかった
動き方を見出す契機となっていたのではないだろう
か。
③ カポエイラ
カポエイラでは今回共におこなった他ジャンルに
はないコミュニケーションが特徴的であった。比較
的低い腰の位置で動くことが多く，ウォーミング
アップからスクワットのような体勢を頻繁にとって
いた。そのため，他のジャンルに比して，カポエイ
ラは運動強度の高い動きが多いと言える。
参加者の一人（ベリーダンサー）は「舞活の中で
は唯一，対するものがあるのがカポエイラでした。
個人プレーでもあり対人プレーなので自分のリズム
を持ちながらも，相手の出方をうかがいながら呼吸
を合わせるのがとても面白いと思います。それが即
興なので，瞬時の判断力もそうですがその都度の臨
機応変さも培えそうだなと感じました。」と述べて
いた。カポエイラでは，相手に対応して動くため，
反射的な判断が必要となる。その点に関しては，今
回の「舞活」における他のジャンルにはないカポエ
イラ独自の特性といえよう。
④ パントマイム
パントマイムでは，空間に身体の一部を固定し，
そこを基準にして他の部位を動かすという，今回の
ワークショップの他ジャンルにはないスキルが必要
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とされた。
パントマイムに関して，主催者の一人は「自分の
体のクセを再確認することになった。例えば，腕が
動くときに自然と体幹がねじれるクセを（自分が）
持っていても，パントマイムをする時にはそれをお
さえないと『それらしく』見えないことに気づい
た。」と述べている。
また，他の参加者（ベリーダンサー）は「実際に
（ベリーダンスに取り入れて）使う技術はほとんど
ありませんが，目線の配り方，腕の動きひとつで『動
きの表情』が変わるというのがわかりやすく理解が
できて勉強になります。」と述べていた。
⑤ ファイヤーダンス
ファイヤーダンスの棒術については，棒を用いた
まま参加者自身の専門とする身体表現ジャンルにお
ける動きを合わせて即興演技をおこなった。参加者
の一人は，「棒術は体と連動させて棒に意識を込め
る感覚をつかむこと。」を意識することができたと
述べていた。
即興の演技であるが，５分程度繰り返して練習を
おこない，ソロの演技として構成する方法でおこ
なった。そのためファイヤーダンス固有のスキルで
はなく，他ジャンルの身体表現と共通する演技構成
のスキルとだったといえる。
⑥ 本ワークショップにおける横断的なスキルへの
気づき
多ジャンルの身体表現を２時間という限られた時
間で体験することによる意識の変化も見受けられた。
主催者側の一人（舞踏担当者）は，他のジャンルの
身体表現を体験したことで，「３種類以上の（ジャ
ンルの）動きをしなきゃいけないのは，ワークショッ
プ参加者は日本人ばかりなのに，外国でワーク
ショップ受けているみたいな多様なムーブメントと
いうか身体表現方法を見れる面白さがあった。」と
述べていた。
また，参加者の一人（カポエイラ実践者）は，「カ
ポエイラの枠でしか考えてこなかったけど，ほかの
分野にも共通点があるって知ることができて，すご
く楽しかったです。」と話していた。
このように，主催者と参加者の感想を見る限りで
は，２種類の気づきが得られていたと見受けられる。
一つは各ジャンルに固有のスキルに対する気づきで
あり，もう一つは身体表現という枠組みにおける全
ジャンルに通呈するスキルに対する気づきであった。
７．「身体知」の共有についての課題
「舞活」の実施前には，他ジャンルの身体表現を
体験することで個人が得ている「身体知」を言語化
して伝達し共有することを目指していた。
しかしながら，実際のワークショップの感想を踏
まえると，「身体知」として抽出するまでには多く
の段階があり，更なる検討が必要であるといわざる
をえない。
担当者が自身の「身体知」を言語化し，それを参
加者が理解しようと試みる際に，各ジャンルに固有
のスキルであると「気づき」，更に参加者自身の身
体の感覚として「気づき」，運動として身体になじ
むというプロセスがあって初めて「身体知」が形成
され，共有されたといえるのだろう。
換言すれば，各ジャンルの動きを通じて自身の身
体と対話をし，動かし方や動かした感覚を自覚する
ことによって「身体知」が形成されていく。
しかしながら，「身体知」の共有が容易でない一
因として，「身体知」の本質的な性質が挙げられる。
つまり，先述したとおり「身体知」は個人の身体へ
の気づきそのものであり，きわめて個人的な感覚で
あるということである。その個人的な感覚を言語化
するために，「身体知」の構造を紐解くことが不可
欠であり，今後の課題となる。
金子は，バイオメカニクス的な科学的分析を退け，
身体運動に潜む「生き生きとした動感発生」（金
子，２００７：４９）の存在に着目して「身体知」の構造
分析をおこなっている。つまり，運動の行為者自身
がその動きをどのように感じているのか，またその
動きの感じ方がどのように生まれているのかを「身
体知」を構造化する起点として問題にしている。
「舞活」における「身体知」を捉えるためにも，
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伝い手自身の「動きの感じ」がどのように生まれて
いるのかまで掘り下げて観察し，伝い手自身が自覚
することが重要であろう。更に，「動きの感じ」が
生まれるまでのプロセスが各ジャンルに通呈するの
かどうか，伝い手同士で検討することによって，身
体表現という広義の枠組みで共通する「身体知」を
見出すことができるのではないだろうか。その際に
は，どのような言葉で伝えるのか（オノマトペや形
容詞等）という手段も検討されなければならない。
さらに，この度の全３回の「舞活」では，主催者
を除く参加人数が，１回目は２名，２回目は６名，３
回目は４名であった。そのうち，１，２回目では，
まったくの未経験者（いずれのジャンルの身体表現
も未経験）は，皆無であった。３回目でようやく未
経験者３名が参加することになった。
「これまで舞台上でパフォーマンスを経験した人
だけでなく，このような身体表現を体験したことの
ない人々にも各ジャンルの身体表現の面白さを知っ
てもらえるように，非実践者も受講対象にする」と
していたにもかかわらず，非実践者への参加の働き
かけがまだまだ不十分であった。冒頭で紹介したよ
うに，学校体育におけるダンス教育の影響もあり，
生活において身近になりつつある身体表現に触れる
機会を提供するためにも，より多くの非実践者の参
加が望まれる。
「舞活」における様々な身体表現を通じて多様な
身体経験の機会を提供できるように，いかに非実践
者に参加を呼びかけるのかという点も今後の課題と
なる。
註
１）ジャンルに分類し難い場合はパフォーミングアーツ
等と呼ばれることもある。
２）カポエイラとはブラジルの民族スポーツであり，舞
踊的性格と格闘的性格が融合した身体表現である。
格闘的な動作を用いて即興で相手と攻防を繰り広げ
る。民族楽器による演奏に合わせて動くため，動き
とリズムの調和が重視される。１９９０年頃から日本で
も若者を中心に人気が出てきている。
３）高橋によると阿波踊りのグループを「連」と呼び，
明治４５年頃から新聞記事上で「連」と表現されるよ
うになったという（高橋，２０００，p．２９）。
４）２０１３年 LEDフェスティバルは，４月１０日～４月２９
日に徳島市のひょうたん島周辺において開催された。
ダンスパフォーマンスは，２０：００～２０：４０に新町川
水際公演野外ステージ（徳島県徳島市）でおこなわ
れた（http : //tok-led-artfest.net/outline/, 2014）。
５）舞踏とは，土方巽氏が確立したコンテンポラリーダ
ンス「暗黒舞踏」を含むジャンルの総称である。カ
タタ氏は「舞踏第三世代」であり，東雲舞踏におい
てメインダンサーとして長年世界的に活躍し，現在
は徳島に拠点をおいている。
６）ファイヤーダンスは，火のついた棒でおこなうパ
フォーマンスである。ファイヤーダンスは，サモア
に古くから伝わるナイフダンスを基に，１９４６年に一
人の青年がナイフの両端に火をつけて踊り始めたこ
とが始まりとされる比較的新しいダンスである
（Polynesian cultural center，２０１４）。
７）カポエイラのゲームは，一般的には，ジンガという
左右に揺れるようなステップと蹴りやよけ，移動技
等を即興でおこないながら，相手と駆け引きを楽し
む。状況によっては強さや動きの高度さに主眼がお
かれ，勝敗が意識されることもあるが，一般的には
カポエイラのゲームでは動きや心理的な駆け引きが
楽しまれる。
８）ワークショップとは，「先生や講師から一方的に話
を聞くのでなく，参加者が主体的に論議に参加した
り，言葉だけでなくからだやこころを使って体験し
たり，相互に刺激しあい学びある，グループによる
学びと創造の方法」であり，「参加体験型グループ
学習」と訳されることもある（中野，２００１，pp．１‐
１２）。
９）直径約３cm，長さ約４０cmの木製の棒を一人が両手
に１本ずつ持ち，リズムに合わせて右手の棒を打ち
合った。
１０）教授法が異なることによって，習得のプロセスも異
なると考えられよう。
文献
安藤幸，梶浦眞理（１９９８）徳島県の民俗舞踊を取り入れ
たダンスによる民俗舞踊の教材化への試み．舞踊教
育学研究，創刊号，pp．３９‐４８．
橋詰謙（２０１１）トップアスリートの身体知 その１吉田
孝久氏（陸上競技・走り高跳び・元日本記録保持
者）第９回身体知研究会，pp．３６‐３７．
金子明友（２００７）身体知の構造―構造分析論講義―．明
和出版；東京．
レジャー産業資料（２０１３）ダンススクールの動向 関東
多ジャンル身体表現ワークショップにおける「身体知」共有の試み
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に５店舗・６，８００人超の会員が在籍 ダンス必修化で
キッズ会員が２割増加 ZEAL STUDIOS（特集“３％
の壁”に挑むフィットネスクラブ：新業態開発で
マーケット拡大なるか）．レジャー産業資料４６（９），
pp．４７‐４９．
中野民夫（２００１）ワークショップ－新しい学びと創造の
場－．岩波書店；東京．
王水泉（２０１０）教育における身体知の研究－金子明友の
身体知の構造分析論と運動学習・運動教育の問題
－．広島大学大学院教育学研究科紀要第一部（５９），
pp．５９‐６７．
高橋晋一（２０００）「連」のエスノグラフィー：阿波踊り
の文化人類学．徳島大学総合科学部人間社会文化研
究（７），pp．２７‐４２．
ウェブサイト
Belly dance Japan ウェブサイト（２０１４年３月３１日参照）
http : //www.bellydancejapan.jp/about/about.html
Polynesian Cultural Center ウェブサイト（２０１４年３月
２０日参照）
http : //japan .polynesia .com/experience/special-
events / fireknife-samoan-festival / fire-knife . html #
samoan07
徳島 LEDアートフェスティバルウェブサイト（２０１４年
３月２１日参照）
http : //tok-led-artfest.net/outline/
細谷洋子
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